20120708　1部礼拝

 包装されている人生(ルカ11:37-44)
「私は幸い、あなたも幸い」日々、このように自分がどれほど幸いな者なのかをイエスの中にあって確認し、また喜んで味わい、またそれを知らないで滅びていく魂に分かち合いたいという気持ちでいっぱいになり、神様の驚くべきわざが伴われる人生を歩く主人公になっていただきたいと願います。もうすでにそのようになれているし、そうなっていくという確信を持っていただきたいと思います。そのような答えを求めつつ今日の聖書の箇所をとおしてメッセージを考えたいと思います。
イエスさまがこの地上に来られたときに、立派な人や金持ちの人、あるいは知識人、偉い人々の方に行かず、貧しい人、疎外されている人、病んでいる病気の人などに向かって彼らと共に過ごしていらっしゃいました。なぜイエスさまはそのように病んでいる人々、貧しい人々の方に行かれたのでしょうか。簡単になぜイエスさまはパリサイ人や偉い人、持っている人の方には行かれていないのでしょうか。行かれていないと言うよりは彼らが近づいてきていないと言ったほうが良いかもしれません。なぜイエスさまはそのようにされたのでしょうか。それは貧しい人、疎外されている人、病気の人、社会の端っこの方にいる人々は自分自身を飾り付け、包み隠しているその包装紙がものすごく汚れていて、ときには破れていてあるいは包装して飾るようなものがまったく無くなっており、人生の内側の本当の姿が赤裸々に現れるようになっているからです。それはイエスさまが貧しい人が好きでお金持ちは嫌いという幼稚な話ではありません。別に金持ちが悪いわけでもないし、知識人をイエスさまが嫌っていたわけでもありません。そういう意味ではなく、だから無知な人の方が偉いという意味でもありません。それなのになぜイエスさまは貧しい人の方に、疎外されている人の方に行かれたのか。彼らが金持ちよりかわいかったからでもありません。彼らは人生の本来の本当の姿が赤裸々に全部現れ、裸になっていたような状態でした。内側の姿、本当の姿を見て「なるほど人生というのは何があっても幸せなものではない。私たちは神様の恵みが必要だ。私たちは神様の助けが必要なものだ。人生、人間は神様がいらっしゃらないと、神様の恵みでないとだめなのだ」ということに気づくような状況でした。逆に今日の聖書に出ているパリサイ人や世の中の偉い人々が悪いわけではありませんが、彼らは自分の本当の姿、人生とは何なのかなどを見ることができないように包み隠しています。それを包装している包装紙がかたくなにありました。包装されていることによって「大丈夫だ。自分は幸せなのではないか。これでよいのではないか」と思うようになりました。本当はそうではないのに。別に偉いこと、富に富んでいること、知識が豊富であったり、たくさん所有していたりすることが悪いわけではありません。ただそれが本当の人生を見ることができないように包装してしまう、飾り付けてしまうようなものであればそれは大変です。パリサイ人は自分なりに一生懸命頑張ってまじめに守るべきものを守っていてやっているつもりでした。そういう思いでした。それで彼らは「神様の恵みが必要です。私は本当にだめな者なので神様助けてください。神様の憐みと神様の恵みでないとだめなのです」という気持ちになりません。「これでいけるのではないか。これで大丈夫ではないのか」と思うようなものを持っていました。本当はそれがそのようにしてくれるようなものではないのに、そのように勘違いするようになります。それゆえ、偉い人、パリサイ人たちはイエスさまのことを受け入れようとしません。貧しい人々は貧しいからイエスさまを信じたわけではありません。それを窓口にして人生の本来の姿を見るようになっていました。もちろんお金持ちでも知識のある偉い人、肩書のある者でも、そこで人生が何なのかに気づいて、このようなもので人生は幸せになることはできないと気づき「神様。神様の助け、神のあわれみがないといけません」となればイエスさまの方に来たでしょう。それはそれで結構です。でも、だいたいほとんどの場合は偉いものをもって、他の人が持っていない良いものを持っている者はそれが飾りになり、自分の人生を包み隠す包装紙のようなものになり、それで満足し、それで偉い、それで良いのではないかと思いこむようになりました。そして「神様のあわれみなどはいらない。イエスは要りません。救い主などはもういらない」という方向に行ってしまいました。そのようなことをイエスさまは今日パリサイ人に向かってものすごくひどい言葉でだめだとおっしゃいながら「わざわいだ（忌まわしいものだ）」と言う言葉を何回も繰り返しておっしゃっています。イエスさまがこの世に来られていろいろな人がイエスさまに従っていました。でもその中に社会的地位のある者、偉い者、知識のある者、お金のある者、肩書のある者などはほとんどいません。
どういうわけなのかわかりませんが、パリサイ人の一人がイエスさまに「一緒に食事をしてください」とお願いしました。どのような心境、思いだったのかは聖書に書いていないのでよくわかりません。それでイエスさまが食事のために家に入って食卓に座られました。パリサイ人がイエスさまのことを見て「やっぱりおかしい」と思いました。イスラエルの人は食事をする前にきよめの手洗いなどをします。もちろん衛生的にも砂漠の地であり手を洗うというのは必要なものです。でもそれは宗教的な意味を持つ儀式でした。だから、必ずそれをしないといけないとなっていました。パリサイ人は必ず欠かさずに手を洗って食事をとっていたのですが、イエスさまはそれを抜きにしてそのままテーブルに着かれて食事をしようとしていらっしゃいました。それで、やはり礼儀のない、伝統も守れない、常識もないという目で見ていました。そのときイエスさまがパリサイ人の様子を見て、また心を見通しておっしゃいました。「きよめの手洗いなどをしていないからそこに引っかかっているのだろう」と。しかし、イエスさまがおっしゃったのはこのようにおっしゃいました。「あなたがたパリサイ人は杯や大皿の外側はきよめますが、内側は強奪と邪悪でいっぱいです」と。こういう話をしていらっしゃいました。これはパリサイ人が全員、心の中から犯罪の計画を持って人に危害を加えようということでいっぱいだったという意味ではありません。でも、とにかくイエスさまがご覧になったときには外側の方にものすごくこだわっているパリサイ人に向かって内側を指摘する場面です。

それから、施しの話をしながら内側のものをきちんとしないといけないとおっしゃいながら、しかし、イエスさまは「だが、多分無理だろう。施しをするとあなたがたはそれできよい者になる」とおっしゃいました。だから、これから施しをすればきよい者になるかと言えば、そのような意味ではなくて、内側が本当に神様の御心による施しができるほど変えられるのであればそれで結構だという話です。でも、その次の４２節を見ると「だが無理だろう。わざわいだ。あなたがたは、はっか、うん香、あらゆる野菜などの十分の一をちゃんと納めている。やるべきことはやっている、しかし、神様への公義と神様への愛はまったく欠けている」とおっしゃっています。それからまた「わざわいだ。あなたがたは会堂の上席や、市場であいさつされることがものすごく好きだ」とおっしゃり、もう一度「わざわいだ。人目につかぬ墓のようで、その上を歩く人々も気がつかない」とおっしゃいました。イスラエルのお墓というのは私たちのお墓と違います。それでよく他の聖書の箇所にも墓の外側は白いペンキできれいに塗ってあるとそれがお墓なのかどうか。内側に死体が入って匂いがプンプンする腐敗されたものなのかどうかがわからないように白く塗り替えることができると。そのような表現もしているし、またこれが墓なのかどうかよくわからないようにして、人がその上を歩いても墓なのかどうかわからないようにきれいに着飾っているというお話をして、それが「わざわいだ」とおっしゃっています。これはどういう意味なのでしょうか。今パリサイ人に指摘していらっしゃるのは「外側、つまり包装紙で包み隠すために素晴らしく飾って、きれいな素晴らしい包装紙で包んでいるのですが内側はまったくだめなではないか」という話です。つまり、人はどのように包装したとしてもその包装によって内面を変えることはできないということです。その包装紙というものはどんな種類の包装紙であっても同じです。彼らのように「今与えられている課題を黙々と一生懸命こなしていきます。こなしています」という誠実さも一つの包装紙になります。誠実に真面目に生きる、何もかも与えられている課題、いろいろな決まったルールを破らないでまじめに誠実に守っていくということは別に悪いことではありません。ただそうするからといって人間の内側が変えられ本当に新しい人になって幸せな者になるのかというと、それとは関係ありません。それなのにパリサイ人は宗教的な伝統や与えられている課題や、見た目で周りから見たときにも「すごいな。一生懸命生きているのだな。まじめに頑張っているのだな。徹底的な人々なのだな。ものすごく誠実な人だ」と見られるようになっています。わざとそうする場合もあるし本当にまじめな思いでそうする場合もあります。まじめさ誠実さというものが包装紙になっている場合があります。特にそういう場合は気づきません。良いものだから。ときにはすごい肩書が与えられると、すごい階級の座についたときにそれで「私の人生はこれで良かったのだ。私の人生はこれで成功したものではないのか。もうやるだけのことはやった」とほっとしてこれでＯＫと思うかもしれません。その肩書が包装紙になる場合があります。どんなにすごい肩書、努力によって得たのか、武力によって得たのか、詐欺によって得たのかはわかりませんが、皆が認めて羨ましいと思うような肩書を持っていたとしても、それがその人の人生の内側、内面を変えて新しい人生に変えることはできません。それなのに、そういうことがあればそれで安心して「それで良いのではないか」と思う勘違いというものがあります。それをイエスさまは今日、指摘していらっしゃいます。それできよめの手を洗うことなどをしていなかったイエスさまのことを見て驚いているパリサイ人に向かって別にそれが悪いということではありません。外側の包装紙のことばかりにこだわっているのですが外側を造られた神様が内側も造られたのではないのか。つまり、神様は外側だけを見ているのではなく、あなたがたの内側の創造主でもあるので、内側もしっかり見ているはずなのではないか。それなのになぜ外側の包装紙ばかり気にして、それですべてを分けて、またそれによって左右されるかのような生き方、考え方をしているのか。それでその包装紙が少しでも汚れたり、包装紙が破れていたりすると、すぐさま裁いて、すぐさま差別して、すぐさま指をさします。それがパリサイ人、イスラエルの人でした。今も同じです。偉いから悪いわけではありません。ですから教会の中で気を付けなければいけないことは、そんなに大きな失敗や過ちを犯さないで順調に順風満帆に良い環境に生まれ良い親に恵まれ、コースをきちんとたどって無理なく育ってきた人の中でうっかりすると神の恵みによって救われたにもかかわらず、このようなパリサイ人的な感覚を自分も知らないうちに持つ可能性があります。自分のようではないとすぐさま違うと思って、頭の中で何かを考えてしまったりします。だから自分はそのようにいろいろなことに恵まれている、これによって自分の人生は幸せで他の人より良かった、OKだとどこかで思う可能性があります。絶対にそうではありません。そのようなことに恵まれていたとしても内側が変わること、内面の変化とはまったく関係ありません。神様の恵みによって救われた者なのでそういうことはないでしょうが、パリサイ人のようにまるでお墓のようなのですが、ここでいうお墓のイメージはお墓の内側は腐っていて腐敗し「もうだめだ」という意味です。でも包装しているから人は気づかない。上を歩いていてもよくわからないように何かで包装してしまう。でもそれは内面を変えることはできません。いろいろな包装紙があると思います。ある人は他の人よりものすごく優れた才能が与えられている場合があります。その才能を持って人生の成功の道を走っていくかもしれません。皆に賞賛され人気を集めるかもしれません。だからといってその人は「これで良かった。他の人はどうかは知りませんが私の人生は幸せだった。良かった」と思うかもしれません。それは勘違いです。包装によって人の人生の内面を変えることはできません。イエスさまがおっしゃっているのはあなたがたの包装や徹底ぶりなどによって、あなたがたの内側にいのちを作りだすことはできない、いのちの祝福とは関係ないということです。それがどんなにすごい包装紙であっても、どんなに優れたものでもそれが神から与えられる人生の本当の祝福であるいのちの代わりになることはできないというお話をしていらっしゃいます。世の中の多くの人がこの包装紙を基準にして、これにこだわって泣いたり笑ったり自慢したりがっかりしたりしています。なぜイエスさまが貧しい人、社会から無視されている人々の方に行かれたのかその理由が分かりますか。彼らがかわいいからではありません。貧しいことが良いことだからではありません。彼らは自分を包み隠す包装紙が無いのです。もう人生がどんなものなのか、神を離れた人生というものがどんなに悲惨なものなのか身を持って体験してすでに裸になっている状態なので、彼らはイエスさまの話がよく聴けたのです。人は罪人です。人は神から離れている者だから人は不幸です。その結果、自分も気づいていないでしょうが人の人生を運命の力で捕え、人生を苦しめだめにしてしまい地獄まで連れて行く悪魔、サタンに支配される悲しい存在だと気づくようになります。そのような意味ではどんなにすごい包装紙でもいのちに代えることはできないので、逆に包装紙が破れ、汚れて、包装紙がどこかに飛んで行ってしまい裸になっていることが逆に幸いではないでしょうか。ですから、イエスさまは言いました。私たちの頭の中にかたくなになって刻まれなかなか抜けない考え方を全部破壊する言葉です。心の貧しいものは幸いです。何が幸せでしょうか。ぜひ約束として皆さんの心にしっかりと握って、自分の心の中で深く考えてみてください。包装によって人生の内面、特に根本は変えられません。
昔の旧約の聖書を見ると、ある国にとでも偉い将軍がいました。実績もあり、王にも認められ、皆が尊敬しているナアマンという将軍がいました。しかし、このナアマン将軍はその鎧をかぶっているときは皆「将軍様、将軍様」と呼び、本当に実績のある者です。しかし、家に帰ってその鎧を全部脱ぎ捨てたときには自分の体はらい病にかかってむちゃくちゃな状態でした。それが人間です。鎧をかぶっていても、周りから本当の内側の姿が見えないので外側を見て「偉いよ。尊敬します。あなたは幸せだろう。羨ましい」などの言葉を浴びていたとしてもそれで幸せになるわけではありません。内側は腐っていてだめです。包装によって人の人生は変えられません。

ある日の夜、イエスさまのところにニコデモというとても偉い人がこっそり訪ねてきました。そのニコデモはユダヤ人であり、パリサイ人であり、指導者であって、聖書の教師であり金持ちでした。人に必要な、自分を飾ることができるすべてを持っていました。それにもかかわらず、ニコデモは心の虚しさを覚え、そういったものでは埋めることのできない心の寂しさや何かの問題を抱えて、危険を覚悟し夜にこっそり当時、異端と言われていたイエスさまのところに訪ねてきました。そういった飾りなどでは内側は幸せになれない、内側は本当の人生は変えられないということでしょう。前にもお話したように納豆が臭いと、もちろん栄養価があるのですがそういう意味ではなく、「とにかく臭い。いやだ」と思ってラップをします。最近のサランラップは質が良くなっているのでラップでしっかり包みます。包装をすると匂いはしなくなります。だから「良かった。これでもう大丈夫」と言えるのでしょうか。匂わなくても、その包装によって一時的に紛らわされるかもしれません。でも内側の納豆はどんどん腐っていき発酵でガスがいっぱいになり、あるときに針１本でもそこに刺さるとパーンと爆発するようになります。人生はそんなに飾りや包装によって、それがどんなにすごいものでもそれによって人生が守られ、あるいは人生が内側から幸せになって変えられるようなものではないということをイエスさまは教えていらっしゃいます。逆に人生の包装紙というものは人生を困難にさせるものになります。
なぜかというと今まで申し上げましたように勘違いの中を走るようになります。皆勘違いするのです。それで勘違いの結果は、勘違いそのものも悪いのですが、本当はそうではないのです。癌にかかっているのに癌にかかっていることを知らないで、麻酔の注射を打たれることによって麻痺しその痛みが無いからと言って癌ではないとは言えないでしょう。だから「良かったね」として治療も「もういいよ」と拒否すれば結局は死んでしまうのではないでしょうか。別に今、死ぬのが怖いから言っているわけではありません。勘違いしてしまうと、何かに包装されていることによって勘違いすると本当の必要、真の必要が見えなくなり、道がずれてしまい違う道に行くしかありません。その最後は結局滅びであり、最後は失敗です。一時的にはまるで麻薬を飲んだかのようにそのような包装紙に酔いつぶれて「いいな。良かったな」となるかもしれません。でも本当はそうではない、全部嘘です。

世界で一番、小説家として有名だったヘミングウェイと言う人も、世の中の人がとにかく包装紙として求めて飾ろうとしているものは全部手に入れ自分の人生を包装しました。世界から賞賛されていました。富に富んでいました。しかし、内側は変えられません。一時は勘違いしていたでしょう。でも時間が経つにつれてその内側の問題がどんどん現れるのでそれは包装紙では包むことはできません。メッセージの中でそのような話は何回も聞いたでしょうが、炭火を紙で包むことはできません。包装できません。私たちの内側にある本当の問題、神から離れてしまった罪の問題、それによって人生が運命の力に捕らわれて滅びるしかない問題はどんな包装紙、飾りでも包み隠すことはできません。それができると勘違いしています。それで本当の必要が見えなくなり、最終的にヘミングウェイは自分の愛用していた猟銃で自殺し死んでしまいました。だから、皆、パリサイ人も今勘違いの中にいます。きちんと手を洗っているから、十分の一を正しくささげているから、これをやっているから、これを守っているから、私はイスラエルの民族だから、アブラハムの子孫だから、あれだからこれだから大丈夫でしょう、やっているのだからと言います。けれども、このやっているということが逆に怖いときもあります。そういう意味では能力もない、資格もない、そして才能もない、やることができないでころころ倒れる方がよっぽど良いかもしれません。「やっぱりだめだ。イエス・キリストしかいません」となりますから。それが人生です。たぶん、ここで礼拝をささげている皆さんは申し訳ないけれども包装紙がものすごく皆汚れていて、見た目に何か価値を生み出すようなものがまったくなく、また包装紙が皆破れて、ときには包装紙そのものもなくなり裸同然みたいな状況の中でイエス・キリストと出会ったのではないでしょうか。良かったのではないでしょうか。それなのにいまだにその包装紙にこだわっているのでしょうか。包装紙によって自分を評価し、自分が幸せだ、あるいは不幸だということに悩まされているのでしょうか。そこから早く自由にならないといけません。逆に包装は人生を困難にさせ、まずは勘違いの中でその包装紙がしっかりしていない場合は、それがないのでその包装紙を手に入れようと、自分ですごい飾りの包装紙で包装しようという思いで、手に入らないのにそれを目指して頑張るので人生が重荷になります。包装紙というものは重荷を背負わせるものになります。それで人は生きるときに、その包装紙を手に入れるための野望によって生きるか、あるいは努力してもなかなか手に入らないのでがっかりして落胆するか、あるいは人と比較して比べて劣等感の中を生きるかしかありません。包装紙というものは人に重荷を背負わせるものになります。包装しようと、自分を何かで飾り付けようという負担を持たないようにしてください。包装紙にこだわる限りは結局は終わりのないさまよいがずっと続きます。自分が望んでいた包装紙で包装したとしてもヘミングウェイのように時間が経てば内側からぼこぼこ「これは何だろう」と言う思いが現れ、また何かを求めないといけません。終わりがありません。
それから、自分の能力でその包装紙を手に入れられない者は努力してもできないから一生懸命、一生をかけてそれを手に入れようと努力して人生終わります。終わりのないさまよいの人生です。なぜでしょうか。包装紙にこだわっているからです。包装によって勘違いしているからです。イエスさまは今日そのようなお話をしていらっしゃいます。「なぜイエスさまは手を洗わないのか」と思っていたパリサイ人に向かって「これは単にイエスさまを誤解しているきよめの問題でなく、わざわいだ。あのきよめの儀式を自分がやっているからと言って安心して目の前にキリストである、人生の答え、唯一の救い主、いのちであるイエスがいらっしゃるのにイエスが見えない、それこそわざわいだ」とおっしゃいました。どんなにすごいものを持って、それがすごいからと言ってイエスを必要としないで、イエスがあいまいになり、イエスにこだわらないようになること、それこそわざわいです。なぜでしょうか。イエスでない限りは内側、人生は変わりません。いのちは保証できません。その結果、神から離れたままの状態、運命に捕らわれたままの状態です。クリスチャンでもこれから皆さんがきちんとクリスチャンらしい包装、神様が包装を与えられるようになりますが、それは自分の人生を代弁するような包装紙のような役割ではありません。そういったことを全部捨てないといけません。これはこうだ、あれはこうだ、私はこうしている、日本人はこうだ、韓国の人はこうだとか、全部包装紙です。勘違いと重荷を与えるものだということを覚えていてください。

人間に必要なのは本当の内面と内側の変化、人生の本当の祝福、変化はいのちを与えられるときに、つまりイエスさまを信じるときに新しいいのちが与えられます。人に必要なのは飾りや包装ではありません。いのちです。なぜイエスさまを信じるときに新しいいのちが与えられるのか。それはイエスさまがキリストだからです。イエスさまだけがキリストです。確信を持って、また皆さん自分自身に対して誇りを持ってください。神様の願いはイエスさまを信じることです。自分を飾って成功することではありません。ときには成功そのものが飾りになり、包装になります。イエスだけです。神の願いは包装にこだわってイエスを逃してしまうようなものであれば包装紙を全部打ち破ってでもイエスを信じるようにさせることです。そういう意味でイエスさまは貧しい人、病んでいる人々の方に行ったのです。だから、貧しいから偉い人より劣っているわけではありません。神様が神の愛によってそのようにされました。人間の何かに頼らないように、頼りがいを持てないように全部打ち破って、打ち砕いてしまいました。なぜでしょうか。イエスを見るようにするためです。イエス以外にはいのちが無いからです。イエス以外には真の神様とともにある祝福はありません。イエス以外には運命の罪の力から解放されることはできません。イエス以外にはその罪をとおして私たちの人生を暗やみで捕えて地獄にまで連れて行く悪魔に勝利でき、そこから抜け出すことができる道はありません。イエス以外にはいのちがありません。イエス以外には、いのちない限りは内側の変化は見えません。いのちを与えられたときに神の聖霊がその人の中に入って、暗やみに光が当てられたように、今までの暗やみの人生、飾りや包装によって絶対に幸せになれない運命に捕らわれた人生は飛んでいき去って行きました。以前のものは過ぎさり新しく変えられ、その人の中に聖霊が宿りもう二度と罪に定められ地獄へ行くことのできない祝福の者になるし、神の力と神の導きが伴われる素晴らしい祝福の人生になります。だれも倒すことはできない、だれも奪い取ることができない、永遠に安全な人生になります。それがいのちというものです。イエス以外にはいのちはありません。いのちが与えられない限りは根本から、そして内面の変化は期待できません。ありえません。勘違いしないでください。
そして、聖書には「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」とあります。イエスさま自らおっしゃいました。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」と。パウロも言いました。だれでもキリスト、イエスのうちにあるものは古いものは過ぎ去ると。つまり飾りによって評価される嘘の人生は過ぎ去って、すべて新しく変えられたということです。イエスを信じるその瞬間、根本から変えられます。内面が変えられて外側は時刻表に従って、必要に応じて神様が変えられます。イエスさまが今パリサイ人を見て心を痛めながら、しかも手を洗わないことを心よく思っていないことだけでひどいことをおっしゃっています。わざわいだと。なぜでしょうか。その飾り、包装に妨げられてイエスが見えないのです。イエスを信じない、それこそわざわいです。イエスさまがおっしゃる意味、感覚をぜひ皆さんの心に留めていただきたいと思います。イエスさまを信じるときに内側から根本から変えられて新しいいのちが与えられます。２部の礼拝でもっと細かく言いますが、イエスさまを信じるときにいのちが与えられるというのはどんな祝福でしょうか。もう２度と滅びることはできません。

結論を申し上げますと、皆さんなりに自分の人生を飾ろうと、包み隠そうとしている包装紙などが何なのかよく思い出してみて、ある意味一生懸命、しっかりやろうということにもあまりこだわらなくてもよいと思います。だから、適当にやってもよいという意味ではなく、イエスのいのちからスタートし、それによってしっかりするのは良いのですが、いのちの祝福抜きにしてまじめにしっかりやることにこだわり負担と重荷を持つところから早く出てください。いりません。それが皆さんの人生を素晴らしいものに飾ることはできません。包装紙を全部脱ぎ捨て、イエス・キリストを救い主として受け入れていただきたいと思います。何がイエス・キリストを心から受け入れることを邪魔するのでしょうか。何が包装紙になっているのでしょうか。

それから包装に対する、包装から来る勘違い、あるいはその重荷などから完全に自由になってください。包装がどうであれ、才能があるかどうか、ライセンスがあるかどうかなどによって勘違いするか、あるいは重荷に思って負担に思うことから全部自由になるようにしましょう。そちら側はある意味どうでもよい、自分の人生を決められるものではないと、皆さんの目をイエスの方に向け、イエスの中にある包装、飾りとはまったく関係ないいのちの祝福からスタートしてください。いのちの祝福から始めてください。今日から毎日、貧しい方でも、実力のない方でも、過去が暗い方であっても。今も世界は民族によって、肌色によって差別をしており、いろいろなことが横行している時代です。彼らに下手な話では通じません。福音以外にはありません。皆、自分でも他人でも包装紙によって考え評価するのですから、イエス・キリストにあってそこから自由になりいのちの祝福にこだわって、そこから常にスタートするようにしましょう。そして、いのちある、いのちの祝福にあずかっていることの自負と、そこから与えられる自信を持って人生を生きていかないといけません。常に包装紙、飾りによって自信を持ったり失ったりに慣れているのではないでしょうか。才能が無くても構いません。家庭の背景がすごい背景でなくても、ぐちゃぐちゃな背景だったとしても構いません。イエスのいのちが与えられているその祝福からスタートし、プライド、勇気、自信を持って、そして思う存分その祝福を味わうようにしてください。「そうしなさい」とおっしゃったのがイエスさまが最後におっしゃったことです。使徒の働き１章６節から８節、１４節に書いてあるようにあなたがたは社会から、パリサイ人から見るともう一握りで滅ぼされるような存在です。そこでマルコのタラッパンに集まっている人々は彼らに向かってそのようなことにこだわらないで、そのようなことでめげないで、そういうことによって心奪われないで、そういうことによって陽気になったり鬱になったりしないで。イエスがキリストではないのか。イエスの中にいのちが与えられている者ではないのか。そうならば他はあなたがたは知らなくてもよいのです。他はこだわらなくてもよいと、Only聖霊が臨まれるときにあなたがたは力を受けて世界を変えることができます。あなたがた自身が変えられるのはもちろんであって、つまり、これからの包装紙ではなく、キリストの新しい服を着せられ、キリストの使節、キリストの大使として生きていくようになります。これだ、あれだと何もかもこだわらないで祈りに専念していました。聖霊に満たされ聖霊の力が現れることだけにすべてかけていました。これが味わった結果です。これが味わうということです。イエスのいのちからスタートすると必ずこの結論にたどり着くようになります。何も心配しないように。どんなことにも自信を失ったりめげないように、不信仰にならないように。皆さんの小さな頭を回転し、いろいろ計算したりしないで「イエスのいのち、イエスによって私は神の子どもだ。神がともにおられる。もうすべての問題は終わった。私の人生は神の素晴らしい計画の中に召されているものだ。意味ある人生だ。主がともにおられて私を責任を持って導いて、その神様が力を与えられます。今までの人生、自分の人生を飾って包装するために生きる人生から脱却、脱出して、これからはキリストを伝える、神の国を建設する人生を生きる者だという確信とプライド、自信を持って歩いてください。いのちからスタートしてください。いのちは何でしょう。いのちより大事なものはありません。この肉のいのちではありません。神から与えられる、神がともにおられる、すべての呪いが終わってしまうこと、これがいのちです。なかなか、自分自身と自分の周りを見るとすべての問題が終わったという実感が持てないでしょう。それがだまされることです。イエスはキリストです。どんな問題があろうが、どんな弱さがあろうが皆さんの問題や呪いはもう終わりました。これはいのちです。イエスの他にこのいのちの祝福の道はありません。
今まで自分を包み隠していた包装紙は全部脱ぎ捨てたので、これからはいのちからスタートします。どんな包装紙でも関係ありません。いのちの祝福からスタートしますとこれからはその包装紙というものがいのちの祝福を表す道具としての包装紙になります。いのちの祝福を表すものです。だから、皆さんの肩書が低いか高いか関係ありません。低い者は低いなりにいのちの祝福がそれをとおして現されます。病気の人は病気をとおしていのちの祝福が現されます。健康な人はその健康がいのちの祝福を表す道具になります。いのちの祝福から始まるとキリストから新しく服を着せられます。包装紙から自由になってください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。多くの人がクリスチャンでさえこのいのちの祝福が何かよく理解できないまま包装紙にこだわって、それに振り回される人生を送り、いのちの祝福を逃してしまうことが多くあります。イエス・キリスト以外にがいのちがありません。いのちの他には人生の根本と内側、人生全体を変えることはできません。私たちはイエス・キリストをとおしていのちを与えられた者なので、今まで私たちを捕えていたすべての包装紙から自由になり、いのちからスタートするように、いのちの祝福を存分に喜び味わうことによって私の人生にあるすべてがこのいのちの祝福を照らし現す祝福の道具、祝福のキリストの服となるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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